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第
十
l
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
に
参
加
し
て

第
一
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
は
、
一

九
八
七
年
の
八
月
二
十
六
日
に
、
京
都

市
立
看
護
短
期
大
学
で
開
催
さ
れ
．
て
い

ま
す
。
十
月
十
五
日
づ
け
で
出
さ
れ
た

創
刊
号
に
、
亀
山
美
知
子
氏
の
「
豊
か

な
創
造
性
を
求
め
、
新
た
な
息
吹
を
」

の
巻
頭
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

学
会
で
も
亀
山
氏
は
、
「
若
い
後
継
者

の
育
成
」
を
提
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
の
看
護
歴
史

を
発
展
の
方
向
に
牽
引
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

息
吹
を
、
今
回
の
大
石
杉
乃
氏
等
の
発

表
に
感
じ
、
こ
の
よ
う
な
研
究
者
が
多

く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら
聴
い

て
い
ま
し
た
。
筆
者
よ
り
年
上
と
は
到

底
信
じ
ら
れ
な
い
歯
切
れ
の
良
い
語
り

口
の
別
所
智
恵
子
氏
の
　
「
保
良
せ
き

（
厚
生
省
医
務
局
初
代
看
護
課
長
）
」

赤
　
澤
　
爾
　
子

に
関
す
る
逸
話
を
聴
き
な
が
ら
、
伝
記

を
書
く
の
は
半
生
の
仕
事
で
、
片
手
間

に
や
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
と
向
き

合
う
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
な
が
ら
聴

き
ま
し
た
。
「
研
究
よ
り
総
説
を
」
　
の

思
い
と
重
ね
な
が
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ソ
テ
ー
マ
は
、
「
保
健

婦
助
産
婦
看
護
婦
法
五
〇
年
の
証
言
」

で
す
。
看
護
教
育
模
範
学
院
と
い
う
歴

史
的
な
所
産
で
あ
る
学
校
に
学
び
、
戦

後
の
看
護
改
革
に
関
心
を
持
つ
者
と
し

て
は
、
聞
き
逃
せ
な
い
テ
ー
マ
で
し
た
。

戦
後
の
歴
史
の
生
き
証
人
で
あ
る
金
子

み
つ
氏
　
（
元
厚
生
省
看
護
課
長
）
　
の

「
当
時
、
終
身
免
許
は
医
師
と
弁
護
士

だ
け
だ
っ
た
が
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
も
終
身
免
許
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

し
た
」
　
こ
と
等
、
厚
生
省
等
上
層
部
と

現
職
の
看
護
職
者
と
の
意
識
の
ず
れ
か

ら
く
る
混
乱
、
悩
み
等
大
変
な
努
力
の

な
か
か
ら
、
看
護
制
度
の
基
礎
が
築
か

れ
て
い
っ
た
の
が
よ
く
判
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
記
憶
と
し
て
鮮
明
な
の
は
、

私
た
ち
が
新
し
い
看
護
を
創
る
の
だ
と

瞳
を
輝
か
し
て
い
た
先
輩
看
護
婦
の
ま

ぶ
し
い
く
ら
い
生
き
生
き
と
し
た
姿
で

す
。
「
祷
瘡
は
看
護
婦
の
恥
」
　
の
先
輩

の
言
葉
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

分
科
会
で
は
、
長
年
戦
後
の
占
領
政

策
と
看
護
改
革
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
氏
の
話

題
提
供
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
の
指
名
で
G
H
Q
衛
生
教
育

福
祉
課
長
に
就
任
し
、
そ
の
後
公
衆
衛

生
と
教
育
を
分
離
さ
せ
、
公
衆
衛
生
福

祉
局
長
と
な
っ
た
サ
ム
ス
・
ク
ロ
フ
ォ
ト

ド
准
将
の
考
え
方
が
看
護
改
革
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
興
味
深
く
拝
聴
し
ま

し
た
。
特
に
看
護
教
育
が
厚
生
省
管
轄

に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
長
年
の
疑

問
が
解
け
ま
し
た
。
　
　
′

各
分
科
会
の
報
告
の
な
か
で
、
第
4

分
科
会
の
「
日
赤
看
護
婦
留
学
第
一
号

田
淵
ま
き
代
の
人
物
と
生
涯
」
　
の
報
告

の
な
か
で
、
田
淵
ま
き
代
氏
が
日
赤
看

護
婦
の
津
田
英
語
塾
へ
の
留
学
を
す
す

め
た
と
い
う
内
容
に
ハ
ッ
と
し
た
。
と

い
う
の
は
、
早
川
か
つ
氏
（
藍
野
学
院

看
護
短
期
大
学
名
誉
教
授
・
ナ
イ
チ
ソ

ゲ
ー
ル
記
章
受
賞
）
が
駿
河
台
女
学
院

英
語
高
等
科
に
内
地
留
学
し
昭
和
十
四

年
に
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
六
一

年
に
メ
ル
ポ
ル
ソ
で
開
催
さ
れ
た
第
十

二
回
国
際
看
護
婦
協
会
大
会
に
参
加
し
、

へ
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
の
〝
看
護
の
基
本
と
な

る
も
の
〟
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
、
当

時
勤
務
さ
れ
て
い
た
大
阪
赤
十
字
病
院

の
看
護
婦
に
い
ち
早
く
紹
介
し
、
看
護

婦
た
ち
は
購
入
し
た
何
冊
か
を
表
紙
が

ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
る
ま
で
み
ん
な
で
回
し

読
み
を
し
た
と
の
こ
と
、
外
国
文
献
に

目
を
通
し
、
先
を
見
通
し
た
提
言
で
大

阪
の
看
護
界
に
与
え
た
影
響
は
は
か
り

し
れ
な
い
位
大
き
い
。
あ
の
昭
和
の
初

期
に
英
語
を
学
は
せ
に
内
地
留
学
さ
せ

た
赤
十
字
社
の
考
え
に
つ
い
て
何
と
な

く
脳
裏
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
疑
問
が

と
け
ま
し
た
。

先
輩
諸
姉
の
お
元
気
な
姿
に
接
し
、

知
的
探
究
の
旅
の
爽
や
か
な
余
韻
に
浸

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
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第
十
l
回
大
会
報
告

幹
　
事
　
福
　
本
　
　
　
恵

第
十
一
回
大
会
は
、
本
年
が
保
健
婦

助
産
婦
看
護
婦
法
（
以
下
「
保
薯
）

が
施
行
さ
れ
て
五
十
年
目
の
年
に
当
た

る
た
め
、
保
助
看
法
五
十
年
記
念
大
会

と
銘
う
っ
て
開
催
し
た
。
第
一
日
日
は

「
保
助
看
法
五
十
年
の
証
言
」
を
メ
イ

ソ
テ
ー
マ
と
し
て
保
助
看
法
制
定
当
時

の
こ
と
を
金
子
光
氏
、
岡
山
県
モ
デ
ル

ス
ク
ー
ル
の
草
創
期
の
こ
と
を
榊
秀
子

氏
、
京
都
市
の
保
健
婦
事
業
を
中
心
と

し
た
看
護
行
政
の
こ
と
を
林
み
ど
り
氏

に
御
証
言
頂
い
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の

厚
生
省
看
護
課
長
「
保
良
せ
き
氏
」
と

伝
記
作
家
と
し
て
親
交
の
あ
っ
た
別
所

智
恵
子
氏
に
ご
講
演
頂
い
た
。
こ
の
中

で
法
律
制
定
当
時
の
中
央
と
地
方
の
動

き
、
看
護
教
育
と
行
政
の
関
連
、
G
H

Q
と
の
対
応
等
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た

証
言
を
拝
聴
し
、
当
時
の
状
況
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
日
目
は
大
石

杉
乃
氏
の
研
究
発
表
を
皮
切
り
に
続
い

て
「
保
助
看
法
の
制
定
当
時
を
振
り
返
っ

て
」
と
題
し
、
前
述
の
四
氏
に
よ
る
放

談
会
に
入
っ
た
。
質
疑
応
答
、
意
見
変

換
が
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
熱
心
に
続
け

ら
れ
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意

識
・
研
究
課
題
の
交
流
が
あ
り
有
益
で

あ
っ
た
。

会
員
総
会
で
は
、
昨
年
か
ら
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
「
特
別
会
員
制
度
」
の

導
入
に
つ
い
て
提
案
、
審
議
さ
れ
た
。

前
号
に
登
載
し
た
特
別
会
員
規
則
に
基

づ
き
、
本
総
会
の
場
に
お
い
て
公
告
し

た
と
み
な
し
て
（
初
回
の
み
）
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
初
の
特
別
会
員
は
、

看
護
の
歴
史
上
、
有
用
な
時
代
の
証
言

者
で
あ
ら
れ
る
金
子
光
氏
そ
し
て
大
森

文
子
氏
で
す
。
両
氏
の
今
後
益
々
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
特
別
会
員
と

し
て
看
護
歴
史
研
究
の
充
実
・
発
展
に

ご
協
力
賜
わ
れ
る
こ
と
を
会
員
一
同
多

大
の
慶
び
と
す
る
も
の
で
す
。

会
計
報
告
で
は
、
今
年
度
会
費
収
入

が
増
加
、
数
年
分
の
滞
納
が
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
安
堵

し
た
ム
ー
ド
が
漂
っ
た
。
会
の
発
展
に

財
政
基
盤
の
安
定
は
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

そ
の
他
の
決
定
事
項
は
次
の
と
お
り
。

会
計
監
督
‥
平
塚
　
朝
子
氏
（
関
東
）

日
限
ふ
み
子
氏
（
関
西
）

第
十
二
回
大
会

開
　
催
　
地
‥
別
府
（
大
分
県
）

地
元
担
当
者
‥
江
崎
フ
サ
子
氏

（
大
分
医
大
看
護
学
科
）

開
催
時
期
‥
平
成
十
年
八
月

詳
細
は
次
号
会
報
に
て
公
告
予
定
。

日本看護歴史学会1996年度会計報告
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
項　　　　　 目 予　 算　 額 決　 算　　 額 差　 引　 額
中 年 度 繰越 金 4 34 ，38 9 4 34 ，38 9 0
食　　　　　 費 6 80 ，00 0 l il 14 ，00 0

会見　 266 ロ
新入会見 12ロ

434 ，00 0

●
寄 附 金 そ の 他

．■

50 ，00 0 　 70 ，36 9
会誌等売上 （70，0（氾）

利息 （369）
寄附金 （ 0）

20 ，3 69

合 ■　　　 計 1 ，16 4 ，38 9 1 ，61 8 ，758 454 ，36 9

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
項　　　　　 目 予　 算　 額 決　　 算　　 塀 差　 引　 額

事　 務　 経 ．賛 25 0 ，000 1 8 6 ，9 6 1． 63 ，0 39
印　 刷　 費 （40 ，000 ） （32 ，865）

通　 信　 費 （160 ，∝氾） （149，988）
文具 、その他 （50 ，000） （4，108）

幹 事会 粥 惟 賛 15 0 ，0 00 1 5 5 ，6 66 ▲ 5 ，66 6

出　　 版　　 費 30 0 ，0 00 4 7 4 ，2 00 ▲ 17 4 ，20 0
会 報 先 行 費

学会誌発行賛

（100，000）

（200，∝氾）

（82，800）

24号 10，300
2 5号 30，駅氾

26号 20，600
2 7号 21，000
学会誌 9 号（391，400）

会 員‾名　簿 費 0 0 0
分　 科　 会　 費 20 ，0 00 0 2 0 ，0 00

予　　 傭　　 費 444 ，38 9 0 4 4 4 ，389
合　　　 計 1 ，164 ，38 9 8 1 6 ，82 7 3 4 7 ，562

次年度への繰越額
収入額1，618，758円一支出額816，827円＝801，931円

－　＝■　－　＝　●　－　－　■■　■■　－　■■　嶋■　●　■■　■■■　■■　－　■■　－　－　■■　一■　■■　－■　－■　■■　■■　●■　－　●　－　■■　■■　■■　■■　－　－　－　●　■■　■■　■■　－　■■　…　－　■■　■■　■■　■■　■■　■■　■■　●■　●■　■■　－　－　●■　－　●●l

（会計監査報告）監査の結果、上記報告書は日本看護歴史学会の1996年度の収支を適正に表示していることを認めます。 呼現せ3⑧平成9年8月1日　　　会計監査平成9年7月17日　会計監査心イtLJ　㊨

日本看護歴史学会1997年度予算案
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

項　　　 目 予　 算　 額 摘　　　　 要 前年度決算額

前年度繰越金 8 0 ．1，9 3 1－ 43 4 ，38 9

会　　　　 費 6 80 ，0 00 170名 ×4，∝氾 1 ，1 14 ，00 0

寄附金その他 50 ，0 00 7 0 ，36 9

合 ・　 計 1，5 3 1 ，9 3 1 1 ，6 18 ，75 8

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

項　　　 目、⊥ 予　 ■’琴　 額 摘　　　　 要 前年度 決算額

事 ．．務 経 費 2 50 ，0 00

会報　 3 回

学会誌 1 甲

18 6，96 1

印　 血　 費 （亜，00 ゆ （32，′865）．

通　 信　 費 （100 ，00 ゆ （149，998）

J文具、＼その他
■

（幻，00 ゆ （4，108）

幹事会 開催費 16 0 ，00 0 15 5 ，6 66

出　 版 ＿ノ　費 40 0 ，00 0 　　 l　▲

年 3 回

4 74 ，才00

会報 発行費 （100 ，∝ゆ （82，800 ）

学会誌先行費 （卸 ，（Ⅱ）） 年 1 回 （391，400 ）

会 員 名 簿 費 0 （1 回／ 3 年） 0

分 ．．．料　 金 ．費 2 0 ，00 0 0

予　 備’　 費 70 1 ，93 1 学会誌10号 （鉱年度） 0

合　 ．計 1 ，53 1，93 1 8 16 ，82 7
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分
　
科
　
会
　
報
　
告

分
科
会
は
第
二
日
目
の
午
前
十
時
か

ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
四
分
科
会
で
開

催
。
話
題
提
供
者
に
よ
る
発
表
と
質
疑

応
答
・
意
見
交
換
。
そ
の
後
、
一
堂
に

集
ま
っ
て
全
体
会
議
。
四
分
科
会
で
の

概
要
を
報
告
と
い
う
の
が
当
日
の
時
間

的
経
過
で
あ
る
。

十
一
回
目
に
な
る
と
、
顔
な
じ
み
に

な
っ
た
参
加
者
が
多
く
、
ハ
ッ
と
す
る

新
鮮
な
質
問
、
気
づ
か
な
か
っ
た
意
見

に
教
え
ら
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
で
会
が
も
た
れ
多
く
の
収
穫
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
分
科
会
か

ら
出
さ
れ
た
内
容
を
報
告
致
し
ま
す
。

＊
話
題
提
供
者
（
敬
称
略
）

「
　
「
日
本
占
領
政
策
と
看
護
改
革
」

＊
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

公
衆
衛
生
福
祉
局
長
　
サ
ム
ス
・
ク

ロ
フ
ォ
ー
ド
准
将
の
背
景
と
医
療
に
た

い
す
る
情
熱
と
信
念
が
ど
の
よ
う
に
看

護
改
革
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
現
在

の
看
護
教
育
制
度
は
ど
の
よ
う
な
根
拠

で
実
施
さ
れ
た
か
第
一
次
史
料
で
説
明

し
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
制
度
を
改
革

し
ょ
り
よ
い
ま
た
効
果
的
な
看
護
を
実

践
す
る
か
の
検
討
は
時
間
が
な
く
で
き

担
当
者
　
　
山
　
崎
　
雅
　
代

高

　

田

　

節

　

子

な
か
っ
た
。

l
r
　
「
昭
和
初
期
の
京
大
病
院
と
看
護

婦
の
状
況
」

＊
富
　
岡
　
み
さ
を

昭
和
二
年
か
ら
十
四
年
ま
で
、
京
大

病
院
に
在
職
し
た
永
井
ト
シ
エ
氏
よ
り

聞
き
得
た
情
報
と
荒
木
操
の
史
料
を
中

心
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
は

三
代
目
総
婦
長
の
高
橋
ミ
チ
が
活
躍
し

た
時
期
で
あ
り
、
史
料
収
集
が
ま
だ
ま

だ
不
充
分
で
、
当
時
の
状
況
が
見
え
て

来
な
い
。
今
後
更
に
史
料
発
掘
に
努
め

た
い
。

三
、
「
明
治
期
の
家
族
看
護
の
実
態
報

告
」

＊
内
　
藤
　
直
　
子

明
治
の
家
族
看
護
を
看
護
職
が
記
述

し
た
日
本
最
古
の
月
刊
専
門
誌
「
助
産

の
莱
」
　
で
討
議
さ
れ
た
。
明
治
の
家
族

看
護
（
在
宅
訪
問
看
護
）
　
の
実
態
を
一

次
史
料
で
輪
読
し
、
史
料
内
容
の
炉
型

化
、
研
究
史
料
の
所
在
と
閲
覧
等
が
意

見
交
換
さ
れ
た
。
今
後
、
本
歴
史
学
会

員
相
互
に
、
各
研
究
者
が
所
有
す
る
史

料
デ
ー
タ
・
史
料
の
デ
ー
タ
化
の
協
力

；日本看護歴史学会第11回大会
i　　　収支決算報告書
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●－＿●一一一●－●－●一一一

＜収　入＞

大会参加費
会　　員　72名×3，000＝216，000
非　会　員　19名×4，000＝　76，000
学　　生　6名×2，000＝12，000

懇親会参加費（55名×1，500）
＿一　　一．　　　　＿　＿　　　　・．　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一一　一一　　　　一　　一　　　　　一一　一　　　　　一　一　　　　　日　　　　　‾　－．　　　　　　一　　　　　　　一一　■　■　■　‾－‾‾‾‾‾

合　　計

＜支　出＞
講師謝金・お車代（4名分）
講師宿泊費（3名分）
講師食事代・接待費
会場使用料（付属設備使用料含）
雑費（事務経費・印刷・消費税含）
ポラソティア・幹事昼食代
懇親会費

∴　一一　　一　一一　一　　　　一　一一一　　　　　一　　　　　　　・一　　一　二一二　二　　　二　　一　　一　一一一　　二　一一一　　一　‾　　　　一二‾‾　一　一‾　　－‾　　　‾　　　　‾‾‾　‾　　　　■　‾‾‾‾‾‾‾

合　　計

（単位　円）

304，000

82，500
＿－　　　＿　－＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　‾‾‾－‾‾‾　‾‾‾

386，500
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＜差　引＞

386，500円－636，704円ニー250，204円

＜残　高＞

前年度までの繰越金本年度不足分 ‾250，喜2芸（次年度に繰越）442， （会計　玄田公子，大平政子）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

お
よ
び
そ
の
方
法
に
関
し
て
、
参
加
者

十
四
人
の
関
心
が
見
ら
れ
た
。

四
、
「
日
赤
看
護
婦
留
学
第
二
号
　
田

淵
ま
さ
代
」

＊
高
田
節
子
　
塚
原
浩
子
　
田
村
典
子

今
回
は
ま
き
代
の
英
語
学
習
に
強
く

影
響
を
及
ぼ
し
た
恩
師
竹
内
文
を
中
心

に
報
告
。
ま
き
代
（
一
八
八
五
～
一
九

七
六
）
　
に
つ
い
て
は
会
報
十
七
号
で
報

告
済
。
文
（
一
八
六
八
～
一
九
二
二

は
神
戸
英
和
女
学
生
の
時
、
洗
礼
を
受

け
卒
業
。
私
立
津
山
女
学
校
を
経
営
し
、

当
時
と
し
て
は
珍
し
く
英
語
や
賛
美
歌
、

ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
特
色
あ
る
教
育

を
行
う
。
ま
き
代
は
そ
の
女
学
校
を
明

治
三
十
七
年
卒
業
、
日
赤
救
護
看
護
婦

養
成
所
へ
、
文
も
ま
き
代
も
東
京
で
住

み
親
交
を
深
め
て
い
る
。
（
文
の
次
男

は
コ
ナ
ソ
・
ド
イ
ル
の
　
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ
）
翻
訳
家
延
原
謙
）

3
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今
年
の
参
加
者
の

動
向
に
つ
い
て

亀
　
山
　
　
美
知
子

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
私
共
の
学
会

は
夏
の
暑
い
盛
り
に
開
催
さ
れ
る
。
昨

年
の
大
会
は
山
形
市
内
で
あ
っ
た
が
、

盆
地
気
候
の
こ
と
で
も
あ
り
、
暑
い
暑

い
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
ま
た
、

京
都
で
暑
い
日
に
、
八
月
八
・
九
日
に

大
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
大
会
の
会
場
に
つ
い
て
は
、
当

初
は
京
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部
で
開

催
す
る
こ
と
に
賛
意
が
集
っ
た
の
だ
が
、

結
果
的
に
部
長
か
ら
「
冷
房
設
備
が
な

い
か
ら
、
年
配
の
人
の
健
康
に
か
か
わ

る
」
　
と
ま
で
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
京
大

会
館
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尤

も
、
幹
事
の
中
か
ら
は
大
学
等
の
施
設

の
使
用
を
支
持
す
る
意
見
も
出
初
め
て

い
る
。

さ
て
、
今
回
ほ
ど
事
務
局
や
私
共
が

不
安
を
抱
い
た
大
会
も
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
。
参
加
者
数
の
大
幅
な
落
ち
込

み
が
冒
頭
か
ら
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
本
会
の
会
費
収
入
は
大

幅
に
落
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

会
員
諸
姉
等
の
御
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
今
年
の
参
加
者
数
は
八
〇
数

名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
当
日
参

加
の
方
々
も
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
は

愛
媛
か
ら
参
加
さ
れ
た
鈴
木
ル
リ
子
氏

や
、
沖
縄
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
参
加
さ

れ
る
伊
敷
和
枝
氏
等
が
お
ら
れ
る
。
そ

れ
に
加
え
、
知
人
友
人
を
誘
っ
て
来
ら

れ
る
方
々
も
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

方
々
　
（
非
会
員
を
含
む
）
　
は
、
私
達
に

と
っ
て
有
難
い
存
在
で
あ
る
。

話
は
変
る
が
、
大
会
後
の
会
員
の
方

の
一
人
の
感
想
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に

本
会
は
和
気
藷
々
の
雰
囲
気
と
悠
長
さ

が
あ
る
、
と
云
っ
た
内
容
で
あ
る
。
当

然
な
が
ら
、
歴
史
を
研
究
す
る
の
は
悠

長
な
作
業
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

『
看
護
教
育
』
八
月
号
に
掲
載
し
て
お

い
た
の
で
、
お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
今
も
っ
て
、

幹
事
で
さ
え
も
、
歴
史
の
史
料
を
「
資

料
」
　
と
間
違
っ
て
書
く
人
が
目
立
つ
。

例
え
看
護
史
で
あ
っ
て
も
、
矢
張
り
、

歴
史
を
学
び
研
究
を
志
す
人
で
あ
れ
ば
、

知
識
と
し
て
認
識
し
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
。

今
年
の
研
究
発
表
は
、
中
島
憲
子
氏

の
　
「
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
婦
人
衛
生

協
会
と
医
学
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

と
し
て
、
社
会
医
学
の
立
場
か
ら
発
表

し
た
。
ま
た
、
平
塚
朝
子
氏
等
の
山
形

県
の
保
健
婦
グ
ル
ー
プ
　
（
十
五
日
会
）

に
よ
る
「
山
形
県
の
初
期
の
保
健
婦
教

育
を
探
求
す
る
」
　
は
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
。
同
様
に
山
口
貴
美
子
氏
は

「
秋
田
県
に
お
け
る
保
健
活
動
に
つ
い

て
」
及
び
、
松
尾
光
恵
氏
の
「
佐
賀
県

に
お
け
る
看
護
教
育
の
は
じ
ま
り
ー

佐
賀
県
立
病
院
に
お
け
る
看
護
婦
養
成

教
育
」
　
で
あ
っ
た
。

尚
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
大
石
杉
乃
氏

に
よ
る
関
連
報
告
と
し
て
「
オ
ル
ト
課

長
の
関
わ
っ
た
G
H
Q
」
　
が
紹
介
さ
れ

た
。さ

て
、
本
会
も
今
年
で
十
一
年
目
の

歳
月
を
経
た
こ
と
に
な
る
。
私
共
の
会

は
、
他
の
学
会
に
比
べ
る
と
会
員
数
が

大
幅
に
小
さ
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
会
員
間
の
交
流
が
容
易
と
な
る
。
そ

の
一
面
で
は
、
私
共
の
長
年
の
歩
み
を

確
認
す
る
上
で
の
指
標
と
し
て
、
若
い

会
員
が
育
っ
て
い
る
か
否
か
が
問
題
と

な
る
。

次
世
代
に
伸
び
て
貰
わ
な
け
れ
ば
、

看
護
職
の
長
い
長
い
歴
史
が
、
再
び
埋

も
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
歴
史
教

育
が
全
体
的
に
後
退
し
て
い
る
今
日
、

私
共
の
会
は
埋
も
れ
た
記
憶
を
次
の
世

紀
に
伝
承
せ
ね
ば
な
ら
な
い
使
命
が
あ

る
と
云
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
過
去
と
は
、

単
に
過
去
と
し
て
失
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
教
訓
性
を
包
含
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
象
は
、
人
炉

の
歴
史
中
、
最
も
悲
惨
な
戦
争
の
歴
史

で
あ
る
。

今
回
の
発
表
者
、
及
び
、
関
連
報
告

者
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た
の
は
、
視
覚

的
手
法
（
O
H
P
や
ス
ラ
イ
ド
）
　
に
よ

る
発
表
で
あ
っ
た
。
何
故
、
私
が
こ
れ

ら
の
発
表
方
法
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た

か
と
云
う
と
、
視
覚
的
な
媒
体
の
持
つ

力
は
、
口
頭
で
の
説
明
よ
り
人
々
の
印

象
を
強
力
に
刷
り
込
み
を
も
た
ら
す
か

ら
で
あ
る
。

苛
も
、
歴
史
を
学
ぶ
者
と
し
て
は
、

書
か
れ
た
史
料
等
を
全
面
に
出
し
て
貰

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
歴
史
研
究
者
の
中
で
も
考
古

学
等
の
分
野
で
は
図
を
提
示
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
が
、
他
の
時
代
区
分
中
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
使
う
場
合
の
理

由
は
、
あ
る
物
（
人
）
　
の
変
節
等
に
つ

い
て
具
体
的
に
示
さ
ね
は
、
参
加
者
が

納
得
出
来
な
い
場
合
に
見
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。

私
共
の
会
も
次
の
一
〇
年
後
に
は
、

現
在
の
若
い
世
代
の
研
究
者
が
育
ち
、

多
く
の
研
究
業
績
を
出
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

尤
も
、
今
や
看
護
界
は
ネ
コ
も
杓
子

も
、
大
学
・
短
大
で
の
業
績
作
り
に
奔

走
し
て
い
る
人
々
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
研
究
と
は
簡
単
に
身
に
つ
く
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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活
力
を
貰
っ
た

看
護
歴
史
学
会
大
会

荒
　
井
　
幸
　
子

昨
年
山
形
市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回

日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
に
手
伝
う
機

会
を
得
て
、
初
め
て
、
看
護
歴
史
学
会

の
存
在
を
知
り
、
歴
史
研
究
の
重
み
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
は
、
京
都
で
開
催
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
と
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
が
「
保
健

婦
助
産
婦
看
護
婦
法
五
〇
年
の
証
言
」

で
あ
り
、
保
助
看
法
に
係
わ
る
行
政
を

担
当
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
看
護

制
度
特
に
准
看
護
婦
問
題
が
日
常
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
実
に
魅
力
的

な
内
容
で
あ
っ
た
。

特
別
講
演
は
、
戦
後
我
が
国
の
看
護

改
革
に
当
た
ら
れ
た
金
子
光
先
生
、
榊

秀
子
先
生
、
林
み
ど
り
先
生
か
ら
、
G

H
Q
の
指
導
の
も
と
で
行
わ
れ
た
看
護

行
政
や
看
護
教
育
、
法
律
の
制
定
に
至

る
経
過
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
静

か
な
語
り
の
中
に
、
看
護
へ
の
情
熱
が

ほ
と
ば
し
り
、
迫
力
の
あ
る
内
容
で
、

話
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
戦

後
の
混
乱
と
物
不
足
の
中
で
、
現
在
の

看
護
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
看
護
の
更
な
る

前
進
を
目
指
し
、
二
十
一
世
紀
へ
と
繋

分科会での討論

アットホームと定評のある懇親会

喜

曇

Y

§

量

亀

V

§

§

亀

V

蔓

亀

V

§

§

§

量

亀

V

亀

V

曇

り

書

蔓

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
後
を
引
継

ぐ
者
の
責
任
を
感
じ
た
。
続
い
て
作
家

の
別
所
智
恵
子
氏
が
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

独
特
の
語
り
で
保
良
せ
き
さ
ん
を
温
か

く
話
さ
れ
印
象
に
残
っ
た
。

研
究
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

地
道
に
看
護
歴
史
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
中
で

代
表
幹
事
の
亀
山
氏
か
ら
歴
史
研
究
の

取
り
組
み
や
抄
録
作
成
に
あ
た
っ
て
の

助
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
各
種
の

看
護
学
会
や
公
衆
衛
生
学
会
、
医
学
系

の
学
会
へ
の
参
加
経
験
は
あ
る
が
、
こ

の
学
会
に
は
初
め
て
の
出
席
だ
っ
た
の

で
、
研
究
発
表
の
仕
方
や
論
文
の
形
態

に
つ
い
て
の
助
言
は
私
に
と
っ
て
は
新

鮮
で
あ
っ
た
。

分
科
会
は
、
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
、
私
は
「
日
本
占
領
政
策
と
看
護
改

革
」
　
に
参
加
し
た
。
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
氏

か
ら
の
話
題
提
供
は
、
G
H
Q
の
公
衆

衛
生
福
祉
局
長
で
あ
っ
た
サ
ム
ス
・
ク

ロ
フ
ォ
ー
ド
氏
と
の
書
簡
や
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
、
日
本
の
看
護
改
革
に
及
ぼ
し

た
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
が
報
告
さ
れ
、

氏
の
研
究
の
凄
さ
に
驚
き
、
そ
の
後
の

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に

圧
倒
さ
れ
、
地
方
で
ぼ
ん
や
り
と
過
ご

し
て
い
る
自
分
に
恥
じ
入
っ
た
。

′
　
会
場
の
京
大
会
館
は
、
鴨
川
に
近
く
、

学
会
会
場
と
宿
泊
施
設
、
パ
ー
テ
ィ
会

場
と
多
目
的
に
整
備
さ
れ
た
便
利
な
施

第4回山川菊栄記念婦人問題研究奨励金受賞（Ⅰ・ⅠⅠ対象）

I A5判・315貢ⅠIA5判・276頁ⅠⅠIA5判・288貫　ⅣA5判・352貫本体各4000円

近代日本看護史全4巻

日赤のヨ■護養成過程を中一亡♪にその
1屯生から戦1mまでの看護精神や教
育のすすめ方の歴史的意義を考察。

日汁戦争から卓畔二次大赦まで、看護と不可分だった貞験争が看護婦と－椴女性に与えた影1■を明らかに○宗教関係のコ■護姉養成施設を紹介、養成の目的やその社会的地位の変イヒを女子教廿との関わりから三色究○近代的コ■護教廿とコ■護柵神に大きな影1■を与えた医舘u・医学教書について5■護史との粥わりで示唆○

亀山美知子

Ⅰ豊歪訂寺社と

ⅠⅠ戦争と看護ⅠⅠⅠ宗教と看護Ⅳ　看護婦と医師

設
で
、
こ
の
学
会
だ
か
ら
利
用
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
幹
事
の
方
々
の
配
慮

に
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
度
、
会
員
と
し
て
初
め
て
出
席

し
、
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の
出
会
い

と
、
沢
山
の
こ
と
を
得
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
充
電
で
き
た
学
会
で
あ
っ
た
。
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九
八
三
官
舎
一
四
－
一

（
〇
五
五
九
－
七
五
－
七
一
七
七
）

み
美
酢
那
酢

宇
宙
代
沢
一
七
－
三

日
本
赤
十
字
秋
田
短
期
大
学

（
〇
一
八
八
－
二
九
－
三
〇
〇
〇

（
内
三
〇
五
五
）
　
）

み
恵
那
知
翫
狛
雛

諸
輸
米
ケ
廻
間
二
八
〇
－
二

（
〇
五
六
二
二
I
八
－
九
二
一
八
）

志
郎
翫
射
鮒
針

一
入
－
二
〇
六

（
〇
七
五
－
八
七
一
－
一
五
九
〇
）

忍
那
㌘
関
節

一
八
六
五

昭
和
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学

看
護
学
科

（
〇
四
五
－
九
八
五
－
六
五
三
一
）

剥
久
離
中
雛
鳥
ハ
圭

（
〇
七
二
六
－
二
三
－
二
二
一
六
）

忍
那
翫
鋸

一
－
二
八
－
三
七

（
〇
二
三
七
－
五
三
－
二
七
九
八
）

轟
那
翫
酎
㌍
田

薮
下

〒
6
42

八
重
（
恥
9

7
－
0
0
7
）

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中

轟
鳥
帝
蒋
勤
尊
慮
尊
い
て

九
四
五
－
四

（
〇
七
三
四
－
八
二
－
九
八
五
六
）

影
那
翫
射
撃

三
－
二
一
－
五
－
三
〇
二

（
〇
三
－
三
八
二
四
－
二
二
一
〇
）

毒
離
伏
離
軋
町
妄

ア
ソ
ピ
ー
ル
伏
見
桃
山
三
〇
六

（
〇
七
五
－
六
〇
三
－
六
三
九
六
）

赤
星
誠
（
恥
9

7

〒
8
8
0

宮
崎
市
希
望
ケ
丘

三
－
七
－
二
二

（
〇
九
八
五
－
五
六
－
三
六
九
九
）

轟
扉
市
鋸
那
l
I

（
〇
二
二
－
三
七
七
－
七
〇
三
五
）

毒
那
翫
酎
酢

五
－
六
－
1
五
－
五
〇
三

（
〇
四
五
－
八
三
ニ
ー
三
七
二
）

轟
幸
椚
絶
翫
射
酢

二
一
九
七
－
一

（
〇
九
八
－
八
七
九
1
〇
一
四
九
）

円
警
鋸
県
二
郎
椚
射
酢
l

広
島
県
立
保
健
福
祉
短
期
大
学

◎
勤
務
先
・
自
宅
住
所
等
の
変
更

影
那
翫
鋸
ケ
迫
乙

二
二
〇
三

宮
崎
県
立
看
護
大
学

（
〇
九
八
五
－
五
九
－
七
七
四
九
）

忍
要
椚
奈
ル
那
酢
望
星
台

東
海
大
学
健
康
科
学
部
基
礎
看
護
講
座

（
〇
四
三
六
－
九
〇
－
二
〇
四
八
）

忍
椚
那
馴
那
㌃

一
1
一
－
三
－
三
〇
一

◎
会
報
等
の
連
絡
先
変
更

み
那
翫
町
。
1

7
）

二
二
〇
〇
－
二

◎
退
会
者

◆
テ
レ
カ
再
発
行
　
（
保
健
婦
）

「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
　
が
制
定
さ

れ
て
5
0
年
目
で
す
。
本
会
で
は
こ
れ
を
記
念

し
て
、
保
健
婦
　
（
図
案
は
山
形
の
農
村
保
健

婦
）
、
助
産
婦
、
看
護
婦
の
テ
レ
カ
を
再
発

行
し
て
い
ま
す
。
各
料
金
は
一
枚
八
百
円
で

す
。
お
申
し
込
み
は
亀
山
ま
で
葉
書
で
お
願

い
し
ま
す
。

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
至
急
未
納
額

を
振
り
込
ん
で
下
さ
い
。

会
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
年
会
費

を
三
年
以
上
滞
納
し
た
者
は
、
会
見
只
の

資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

留
意
下
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

〇
一
〇
一
〇
1
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会
　
　
　
　
　
　
・

内
藤
寿
喜
子

加
藤
奈
智
子

野
村
　
陽
子

（
恥
8
8
－
0
1
1
）

（
恥
9
3
－
禦

（
恥
95
－
0
17
）

以
上
、
敬
称
略

※
こ
の
社
会
情
勢
の
中
、
看
護
職
の
移

動
が
非
常
に
頻
繁
で
す
。
住
所
変
更

等
の
場
合
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
結
構

で
す
の
で
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
二
八
号

編
集
責
任
者
　
神
戸
市
看
護
大
学

玄
田
公
子

発
行
責
任
者
　
京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
・
福
本
　
恵

事
務
局

〒
6
0
2
京
都
市
上
京
区
清
和
院
口

寺
町
東
入

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

、
岡
山
寧
子
・
福
本
恵

吼
〇
七
五
－
二
二
千
五
四
四
二
両

鮎
〇
七
五
－
二
二
T
五
四
二
三
偶
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